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緩和検索：各検索語への興味の度合いを伝えられる検索

タイトル

Web 検索においてユーザは自分の興味をうまくキーワードに表せない場合がある．これに対して我々は，
ユーザがうまく興味を表現できない場合は，興味のある例を一つキーワードで示してもらいそれに「緩和
度」という値を付加してもらうことで，他にユーザが興味のある語を推定し，それらの語に関する話題も
含む検索結果を提供するシステムを提案する．

Relaxation Search: The System Enables Users To Inform Their Interests In Each Keyword
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例えば商品検索において複数の商品に興味があるとき，「○○など」「○○かな」「○○のような」と
いった直感的なフレーズによる緩和度の伝達を可能とし，それに応じて検索結果の示し方を変えること
で，ユーザは直感的なクエリを入力するだけで望ましい情報を得ることができるようになる．また，音声
検索において声の抑揚で緩和度を伝えられるようにすることで，運転中など行動の限られる状況での検索
環境を改善することもできると考えられる．
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